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のうち、

◆ 自宅近くと最寄り駅の間など、 する （端末交通システム）

◆ 2020年以降の実用化に必要な 等を行う

◆ ラストマイル自動運転の実証地域を公募し、４地域選定、

※⾼齢過疎地や交通弱者の交通
⼿段、⼈⼿不足解消、コスト削
減等を⽬指して地域検証を実施

⼩型電動カートを活⽤した運⽤イメージ

⼩型バスを活⽤した専⽤空間と運⽤イメージ

スマートEカート
（低速⾃動運転カート）

⾃動運転バス
（先進モビリティ︓⼩型バス）

①⾃動走⾏技術の確⽴
②ビジネスモデルの明確化
③社会システムの確⽴
④社会受容性の醸成
のバランスを重視した実証



2018年度までの成果

【過疎地モデル】
（小型カート利用） 地域事業者長期実証（ ）

【市街地モデル】
（小型カート利用） 地域サービス実証（ 17）

【観光地モデル】
（小型カート利用） 地域事業者長期実証（ ）

【コミュニティバス】
（小型バス利用） 地域事業者・周辺技術等実証（ 28）

バス専⽤道と⼀般公道での⾃動運転国内初の⾮公道で遠隔型⾃動運転

国内初公道での⾞両内無⼈の遠隔型⾃動運転

４地域での実証として安全性・受容性評価を実施

世界初の遠隔ドライバ1名が2台を運⽤

駅から住居地、観光施設の往復（ ：永平寺参ろーど）

通勤・通学者、生活施設利用の住民、観光客の併用

観光客の需要促進（遊歩道と沿道施設の利用）

高齢者、夜間、積雪時の安心な交通手段の確保

実証課題

（走行限界等の検証）

遠隔型自動運転車両の基準緩和の認定（2018/2/23）

公道実証実験に関する道路使用許可のための走行審査適合（2018/3/1）、使用許可（2018/3/23）

走行経路（参ろーどの山側約 ㎞（ 年度整備）：自転車歩行者
専用道の公道（自動運転車両は通行許可承認済み）

※積雪走路で
は、雪質と路
面状態で走行
に影響。これ
らの検知を行
うことが課題：
AI画像処理等



平成30年10月29日から11月30日まで（ ）

福井県永平寺町の「永平寺参ろーど」（東古市～志
比（約6km）の往復。途中乗降あり。一部手動区間あり）

産業技術総合研究所、永平寺町、福井県、ヤマハ
発動機（株）、慶応大ＳＦＣ研、 （株）日立製作所、豊田通商（株）、

等

：

利用者（地域住民や旅行者等）を乗せて走行し、ニーズや受容性の
調査を行うと共に自動運転車両や管制システムの安全性や運用性
の評価（レベル４相当の車両で、ドライバ乗車のレベル２で実証）

遠隔監視、すれ違い待避所の管制指示、運行事業者の受容性、事
業性評価、公道交差部の注意喚起装置の試行、2台定時運行 等

スマートＥカート（ヤマハ製電動カートを産総研が改造）

・電磁誘導線により自動操舵、路側の
RFIDにより速度制御や停止

・走行速度は自動運転時12km/h以内
（車両の最高速度は20㎞/h未満）
・障害物を検知し、自動ブレーキ制御
・遠隔監視、管制システムとの通信

：小型電動カート：計4台
・定員6名：2台（小型自動車：全長
4.13m、全幅 1.35m）、他に定員4名
（軽自動車）、車椅子対応車(特殊)

遠隔ドライバー1名が2台の車両を運用する遠隔型自動運転の
基準緩和認定（国土交通省中部運輸局：2018/10/18）

上記実証の道路使用許可（福井県警本部，福井警察署2018/11/7）

走路：参ろーどの一部（志比～荒谷間約2㎞）追加機能（１：２となることでの付加技術）
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車両やシステムの安全性と改善点の確認、事業者受容性の確認と改善点などの確認

課題：速度（片道約45分、定時ダイヤで各停留調整）、定員（定員オーバーの需要日あり）、
観光利用（定員数や便数、乗車時間、平日予約制など）、利用促進、ダイヤなど、要検討

予約必要平日：517人、予約不要土日祝日：221人：予約方法の可否（対応コスト要検討）

１カ月実証アンケート調査結果

永平寺町住民
４９％/２９８人

福井県内
３５％/２１７人

県外
17％/９９人

◆ 利用者の居住地 実証期間

H30.10.29～H30.11.30

期間中乗車人数 ７３８人

アンケート回答者数：６１４人

県

外

県

内

町

内

生活利用 観光利用 視察等

◆ 居住地別の利用目的

３％ ６０％ ３７％

８％ ４１％ ５１％

２１％ ２８％ ５１％

2019年のGW期間に実施：観光需要探る

区間増（6㎞：30分間隔、2㎞：10分間隔）、需要対応

無料駐車場（荒谷）設置でパークアンドライド利用を
促進。バスや自動車の利用者の取り込み

予約なし（定時運行）。小学校下校支援などの試行

東古市～荒谷

荒谷～志比

◆自動走行 利用区間
地元住民

◆自動走行 利用者属性

観光客
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実施期間｜2019．4．24から5．25（運行日数25日）
延べ利用者数｜2,457人
利用者属性｜地域住民（396人）、観光利用（2,061人）

需要変動にあったダイヤ編成の必要性（平日と土日祝日、曜日による変化：観光需要）

無料駐車場（荒谷）設置は周知不足ではあったが、利用者増に貢献

区間での利用者の差は想定通り。小学校下校支援は好評



利⽤需要増への⼯夫、最適⼈員配置検証、
充電時間確保

2019年度の6か⽉⻑期サービス実証(事業性評価)

集計期間：6月24日～
10月31日まで

利用者総数：2,396人：
運行日数：86日

利用実績中間集計結果

ユーザーインターフェースの向上
ドライバ，運行管理者，事業者の使いやすさ

システムの安定性と安全性の向上
長期運用での不具合やその対応

環境の変化への対応
雪、霧等の天候の変化や、雑草や落ち葉など

公道交差部や他の交通者との安全性の向上
交差車両等への注意喚起，ドライバに接近情報
提示

、インフラ連携等の
確立

画像処理やAI技術等での危険検知や乗降判断、
正着制御
サービス側の検討と開発、信号や路側センサとの
連携

実証実験の成果と課題（主に2018年度4地域実証から）

事故対応、保険制度の確立等

車両やシステムの安全基準等

低速車両は，徒歩や自転車の移動との比較

他の交通者の理解や受容性の向上

ニーズの掘り起し、新たなサービスの付加

柔軟な増車・減車や最適な配車 等々

利用促進のための仕掛け：ツアー，下校支援、
貨客混載など

地域の管理や見守り、外出促進など

デマンド、定時運行の予約や予約なしでの運行
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AIによる移動検知

チケットレス決済

移動スーパー
と連携

下校支援



ご清聴ありがとうございました
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